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麦 類 の 出 穂 生 理 と そ の 遺 伝
第 9報 オ オ ム ギ の 出 租 の 早 晩 に 及 ぼ す
暗 剤低 温 の膨 響

























した.第 2実験は,温度及びEl長を制御7:.きるコイトトロソ (KG塑 ;陽光ランプと蛍光
灯で明るさは約18.000ルノクス)を用 いた.第3実験は,温度と湿度を制御できるファ
イ トトロンで行った.実験には径 18cm と24cm の素焼鉢を用 い,郁子をlか所2粒
205
第1火 災斡-1JPはそのJ'外秋播州柚欄および手相部数
,･rL･槌 名 目･,馳併 読 霜 ト r".･排 :,(. 侶 恕糊* 主柑 故
磯 LJ5号 Ll)126 日 90枚
Tammi ｣ 25 7⊥t
印 度 大 安 4 25
鉦 狗 同 友 5 1
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IjfH 因 襲鮫JglrL糾lのJ7外払1度 (5rlAF均)
fJ‡2T< 日長を12時間とし,明暗脚を17_弧J'-よび変弧とした矧凍下で了rTてた
~別測′E大2E6.1は.郡の止盛儀l!ほで口数と主柑禁教
7lr.-1 度* 印度大麦 窟大根安 鏑狗尾&- 哉内5号 ゼクサソテル 右に 昌
明担い陪糊 日数 #･数 日数 億敬 L]徽 紙数 口数 典故 日数 輩数 El教 典数
汁:H 46.I(7,9) 73.8(10.6) 51.9(9.0) :38.9(6.9) 76.3(10.0) 挫 止**
H:L 52.1(7.5) 99.3(ll.3) A8.4(7.4) 53.4(7.0) 109.7(lL.0) 111.3(12.0)
L:H 59.5(8.5) 90.6(12.9) 87.0(12.4) 104.3(12.0)*** 91,9(ll.I) 117.5(16.5)
L:L 104,i(8,5) 121.】(13.1) 116.9(ll.0) 109.0(8.0) 127.7(ll.4) 136.4(15.6)
N 108.5(9.6) 122,I(14.4) 122.3(12.9) 1日,0(9.0) 121.8(12.0) 128.6(15,5)














rlH HL LH LL
耶2岡 12相とjHlI三下でgHp仰肘の制度を火にしたljJ分,6-T.■J柿に二F'lけち
止甘二矧"は で｢慨 のlL駐独琳 1(i.Ln姓PJ!JT.-r.:Im.i2Lln-FHrl岬明r7_)千
lTIWu.i2L川棚郷阿tl)]FxIいくtilo
常にもっとも厭 把なもので, メ ソシュ7リーCがこれにあたる.この晶徹は典型的な長日
理であって,本奨娘でもI吊Il?L下で矩ljによる山砲J恥附 くもっとも強 く表われた.しか しな
がら,一 日の うちの一部あるいは全都が帽 hJLになることによってHj穂が甲くなり,明期が
高批で暗期が 低温のとき (HLl貰)とくに跡 許である,これ と対,I.･7.的な出穂反応を示 した
のは,碑2群の光)耶JにrH!-l=.の畿内5号とははこれに近い印度大&.で,これ らは高温ほど
出穂が早 く,低温1,ては 遅れる帆 句を示す,なお,蹴狗尾表は,明糊が匪温の時 (LHIx_
とLL区)遅延率が 漕しくIT.1大するが,明期が高温の場合は敢内 5弓や 印度大麦と触似の
出軸反応 を示 し,このLl.7.億は次に述べる第 3腔のl',占櫛とは搬な り,む し7_)第 2]rT'に属㌻る
ものとみなされる.残 りの 21.'1触,夏天板童とゼクサ'/テルは,4処FJIc')どの区について





は晩生,雛2群は 植甲/1:なし､Lr:JJt,約3拙 土中/t.a)晶柿である (第 1衷).抑 こも述べ
たように,光周反応 と戸外の秋描LWl穂,WとJ,i相聞が高い.したがってここで糾た結果は,
それぞれ品柾の持つ光用反応牡あるいはノrl'外O.)甲晩性によって矩 E7-Fo)変温に対する反応
を輿にす るとい うことかできる.そして,従凍行われてきた光則 hL'応性を調べるときの環
境条件 HH と,春先の白然喋掛 二近 い筏温が 此しく低下する環境 (HL)下の.LHJ砲jiL一応 と















晶 機 ｡諾 基数 n諾 L3紺 日数差 撒
LTJ度 大 麦 386(8il) ▲16.0(90) -7.4叫(-06)
Sh3 33.8(6.0) 39.畠(67) -60**(-0.7)
畿 内 5 号 35,4(8O) 35.6(7.0) -02 (lot)































FI数 (部数) u数(光政) 口数 (度数)
360(63) 28.3(63) 290(70)
放 LJ1 5 号 400(70) 337(7.0) 32,3(70)
Tamml 1`33(7.0) 383(7.0) 11.0(73)
鐘 狗 Ji 麦 52.7(90) 503(loo) 60.7(10.3)
セ クサ ンプ･ル 740(ll.0) 603(ll.3) 5L3(107)
証 大 根 変 76.0(LI0) 750(130) -**
ノンシュア.)-C Vm (L5.0)一 VH(I7.0)* V (16.0)辛
* p--!数字 は幼触JrJ化魁催,括･m仙 よ形 成 された姫数 . * * Fl.育晃'rf,'のため 除 外 .
LSl,日 貨 雄 藍 bgヨ･.班 1.ラ
第4表によると,宗族期間ヰ叫こ止共演 榊期に通 した 6品種 と,止典展榊に垂らなかった
メソシュア1)-Cとの問に,温度の彫判吋こついて明らかに差5-拍ミみ られる.止薬が展開し










れ らのl?TJD都は,いずれ もtPy･持し温 15oCより20oCの時出穂 が 甲まったが,さらに変温の
25oCになると,セクサンテルを除 いて 他は 仙進を陣止 した り,あるいは20oC区よりか






はこの様相は 一変し,温度上狛 こよって旗 日によるLH触Jl用uが 現｣-'九,これは J占/tgiI跡こ
大きな差をもたらす.すなわち,光周的に中性の晶概は‥･.I.通し短 日下で出拙抑制をほとん



















ことに起凶するので あ/)う.この点 を さらにlijちかにするため,つぎにJ:第2表の結果か
ら,自然区におけるLt'.穂硯と,HH区,HL区および 24H区のLヒ薬展開期との朋係を凶で
示した (第 3図).これによると,24H区 すな))も純粋中晩性は,明らかに戸外秋播出船
糊と鯉関係てあるが,HH区および HL区についてはいずれも)｣外出他職と正の相的削榛
がみられる.このうち,HH区の切 出二はメソシュアT)-Cは座しLLて図上には表わせな
いくらい山鹿が遅れたが,HLlさ二での メソシュ7 リーい え,他の品横の止水展開期を結ぶ
級上にほほ位17よ.し,戸外出馳19]とのl娼続から･ふてはは止当な机槻行動を示 した,したがっ
て,メ./シュアリーCO.)ような光岡性をT.5:つ,I.7櫛では,おそらく短Flで夜弧が低下するよ
うな暗期低温射 'Fがより自然の出地期の 推定条件として 適切で あるということが できよ






できるかもしれない.こ抽 二反 して,光剛 勺に小作の働きを/再 し遺伝子 (逝伝子肝)は,
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)･A外 秋 梢 山 穂 ま で 日 数
雛3円 戸外仇楢川地肌と,t･.-JrjFl舶緋帰納 (HH)､jL･iLl明期.r:lul"JLu副的低
7,-:i(HL),およひ艮日高 iEJ.(24H)条件下の止.,1Il.'梶川1朋との闇(7TJt
(i)畿内55J;. (2)I-]jlk大友. (3)-i:クサ1/テル. (4)夏大槻









は,イン/7-'ンマメ 〔Coyne1970)や モ r,｢シ (Caddeland Weibe11971)て 報告され
ている.また, トウジンヒエのある系統は,矩Jj下で 僅かの夜弧rL_t下 (明娼｣32oC,暗期
29■JC)によって開花が早められたという (HelmersandBurton1972).
212 Ll呈学 研 允
これらのはかダイス (Parker and BorLhwick1939),ソラマノ (柏木 1955),ムギ斯
(中山 1950)r亡LJで榊 ,L瑚 i:榊 が.朴 ＼られているか,い十九も戸外にI然区にくらべて夜7.i
を高温にした切,'Iに,ljH化,'lJ.i.･如 ､早まった.本桝光でも第 1尖験で調べ FJ八 J'-慨 区
(NF ･'明暗期低温)にくらべて暗糊を高温にしたとき (LH区),各品租とも地租が促進
された.これらの結果ほ的糊低阻 (HL)によるLi拙促進効果と矛盾するようである.し



















日下の｣日如紺 刷 より,jL.,IJjて醐P]が高紬け凋 力状 況下の｣上席展開期の方か, )一丁外秋播の
山砲期の甲晩'Ly･適紬 こ表わした.
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